
平成２６年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

細かく時間設定せざるを得ない案件も
あり、予定時間の厳守し遅延のないよ
う努める。

④今後の
改善計画

公務が集中する時期があり、通常決裁
等の時間を確保しにくい状況となるた
め、可能な限り調整を図っていく。

①今年度
(H26)の
改善計画

②今年度
(H26)に
実施した
取り組み

引き続き時間管理の徹底を図ると共
に、常に情報収集や危機管理に留意す
る。

時間管理の徹底に努力したが急な案件
にもなるべく柔軟に対応した。公金横
領事件に際しては情報管理に留意し
た。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

日程調整を慎重かつ正確に行い、市長・副市長の円滑
な業務遂行を補助した。

Ｂ　必要性は変わら
ない

Ａ　市が担うべき

有効性

1.80

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成2６年度

2.80 2.80 1.80

15,989,200 15,645,400 21,318,745

1.80

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

15,989,200 15,645,400 21,318,745

・秘書業務で必要となる資料作成をマ
ニュアル化している
・市長及び副市長が必要とする資料に
ついては、各課の協力を得て早期に準
備できるように努めている
・突発的な事象や経験のない事象につ
いては、国及び県の動向を注視すると
ともに、近隣自治体から情報収集し、
細心の注意を払って対応している。

平成2４年度 平成2５年度

2.80

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市長・副市長 意図
事業
目的

01

対象

会議・行事への出席、関係各課との打ち合わせ、面会など市政経営上の業務の補助を行う。

多様化する市民ニーズや行政事務に対応するため、より正確な情報収集と連絡調整が必要と
なる。

市長・副市長への正確かつ迅速な情報提供や日程調整な
ど、諸々の業務を補助し効率的な市政経営ができる状況を
保つ

主管課長飯塚　修司健全で効率的な行財政運営

会計 小事大事

01

目項

02 01 01 02
事業名

政　策
施　策

06

6-2

秘書事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 秘書広報課

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


